
















































第一章 　社会学 　第二章 　社会と家族との起原 　第三章 　社会現象の因果及び系列の問題 　第四章から第六章までは、経済現






































第一篇 　運動 　第一章 　純正社会学と応用社会学との関係 　第二章 　努力の効験 　第三章 　社会学の終局又は目的 　第四章 　
社会的事功 　第五章 　世界観 　第六章 　真理と誤謬 　第七章 　真理の社会的所有 　第 篇 　事功 　第八章 　可能的事功 　第九章 　機会 　第十章 　
286（3）
社会学伝来考














































訳者のはしがき 　序文 　万国社会制度協会の目的 　講演の要綱 　第一章 　社会政策の基礎としての経済状態及び社会理想 　第






ならない。著者によると、西洋における犯罪処分の社会的目的は、民衆 、犯罪者 苦痛をみて恐怖をおぼえ、みずからも改心する（悪 こ ろを改める）ことにある、という（一五五頁） 。
山崎直三訳『社会学原理と応用』 （大正４・５） 、アメリカのブラウン大学教授ジェームス・キール・ディレーの著述（原書名、出版社 刊













第一篇 　社会学原理 　第一章 　科学としての社会学 　第二章 　古代に於ける社会の発達 　第三章 　文化と文明 　第四章 　社会
心理学 　第五章 　社会上の諸制度の発達 　第六、七、八章は、同上のつづき。
第二篇 　応用社会学 　第九章 　社会の進歩 　第十章 　社会進歩の人権的要素 　第十一章 　社会進歩の経済的要素 　第十二章 　精神的文明と物質


















































第一章 　総論 　第二章 　社会の概念 　第三章 　社会の基礎 　第四章 　社会の構成 　第五章 　家族 　第六章 　国家 　第七章 　社
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始者）を先輩として、ウォード（一八四一〜一九一三、社会学を純粋社会学と応用社会学に区分した） 、ギッディングズ（一八三五〜一九三一、同類意識を社会の基本的事実とした） ボールドウィン（一八六一〜一九三四、Ｗ・ヴィントの影響をうけた） 、ロッス（一八六六〜一九五一、スタンフォード、ウィスコンシン大学でアメリカ社会学を講じた）などの大家がいる。

























一 　社会学上の立脚点 　二 　日本の人民的階級 　三 　日本の交通的





























総論 　第一章 　社会学の意味 　第二章 　社会力の説 　第三章 　社会学系統論 　本論 　第一章 　社会力の充実 　第二章 　社会力
の効果 　第三章 　社会力の成立 　第四章 　社会力の組織 　第五章 　社会力の静動学的観察 　第六章 　社会力の要素 　第七章 　社会機能論 　第八章



























緒論 　第一章 　 の学問 　第二章 　科学の分類 　第三章 　社会学の論材（既知件） 　第四章 　法式論（研究法） 　第五章 　
























第一章 　社会心理学の性質及範囲 　第二章 　暗示性 　第三章 　群







































































こうである。 「さらに適切なる体制をえんが めに、村落生活の社会力および社会的要因を究明するもの り」 （マサチュセッツ高等農業学校ヘラン教授談） 。
内容の概略は
─
第一編 　緒論 　第一章 　農村の意義 　第二章 　農村の地位 　第三章 　大中小農の定義 　第四章 　農村問題の意義並びに其研究
法 　第二編 　農村社会史観 　第三編 　農民の富力
及および




















































序論 　第一章 　人的形態の進化 　第二章 　変種 　第三章 　淘汰（自動的） 　第四章 　合理的淘汰 　第五章 　合理的淘汰（続） 　
第六章 　反対淘汰 　第七章 　移













































第一篇 　社会進化論 　第一章 　社会進化の要義 　第二章 　社会進化の方式 　第三章 　社会進化の実質 　第二篇 　社会理想論 　










第一篇 　社会学 　第二篇 　社会成立論 　第三篇 　社会
形態論 　第四篇 　社会結果論 　結論
─
である。





















































































































第一編 　将来社会観の種々 　一 　ジンメルとスペンサアとの将来社会観 　二 　集産主義の社会学的考察 　三 　ギルドソシアリ
ズムの社会学的考察 　四 　遊戯としての社会生活 　第二編 　富
及およ
び企業の集中 　五 　所得のパレト線に就いて 　六 　収益の丘を論ず 　第三編 　戦
争及び人種問題 　七 　戦争と文化 　八 　人種問題私見 四 日本の人口問題 　九 　日本に於ける出生率増加の原因 　十 　最近の出生率減少に就いて
─
である。


























utlines of Social P
hilosophy, 98 ）を反訳したものである。社会哲学は、社会学の特種部門に属する学問である。原著は、プラトンの「理想国」
の精神を現在のイギリスの社会状態にあてはめて推論したものという（ 「例言」 ） 。
内容の概略は
─






の諸様式 　第二編 　国家的秩序 　第
一章 　家族 　第二章 　教育的制度 　第三章 　産業制度 四 国家 　第五章 　正義 　第六章 　社会的理想 　第三編 　世界的秩序 　第一章 　国際




































第一章 　コムトの人類発達説 　第二章 　コムトの科学分類法 　第三章 　スペンサアの静的社会学 　第四章 　スペンサアの類推
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緒論 　進化と進歩 　第一章 　外界及び人種 　第二章 　知識、
剰じょう
余よ
精力 　種属 　存続 　第三章







0）は、主として初学者のために、社会学の内容と輪郭との一般を講じたものという（ 「例言」 ） 。












































内容の概略は、第一編 　社会階級の諸研究 　一 　階級社会の発生的考察 　二 　社会戦の社
会学 　三 　古代社会階級考 　四 　貴族階級の本質と心理 運命 　五 　軍人階級 社会史的考
佐野学著『社会制度の諸研究』。
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察 　第二編 　農民史及農民問題の諸研究 　第三編 　社会制度の種々 　第四編 　社会思想その他
─
である。

























しないという。社会が進化するのは、社会文化を媒介とする社会遺伝によってであるという（ 「例言」 ） 。
内容の概略は
─
第一篇 　西洋知識の挫折 　第一章 　世界的革命の集成 　第二章 　大逆転の心的中心 　第三章 　西洋倫理の終極面 　第二篇 　大
組織の基礎 　第四章 　文明の力は理性に宿らず 　第五章 　理想の情緒は最高の原理 　第六章 　西洋に於ける奇怪の現状 　第三篇 　力の心的新中心





















第一章 　総説 　第二章 　社会及び全体社会 　第三章 　共同社会に関する思想の変遷 　第四章 全体社会と国家との同視 　第五































































日本が欧米流の資本主義国となったの 近代のことである。いまの社会には、中世的特徴がまだ数多く る。 “華族”と称する封建貴族の後


































はみられぬものという。しかし、じつにみごとな要約という（ 「訳述者の序」 ） 。
内容の概略は
─

























































































序 　緒論 　第一章 　現象の反復性 　第二章 　現象の対立性 　第三章 　現象の適応性 　結論
─
である。
鈴木栄太郎訳『諸科学の分類 　社会有機体 　個人対国家』 （大正
2・３）は、ハーバート・スペンサーが著わした三編［ （一） 「諸科学の分類」
（一八六四年） 、 （二） 「社会有機体」 （一八六〇年） 、 （三） 「個人対国家」 （一八八一年） ］を反訳したものである。






















務とするという。かれは諸家の学説を解説し、それを批評す にあたって、こ 立場をはなれることはな った。
内容の概略は
─
第一編 　社会学の成立 　第一章 　政治学 　第二章 　社会学の先駆者サン・シモン 　第二編 　主知的社会学 　第一章 　コ
ムママ
トの
社会学 　第二章 　分類主義社会学 　第三編 　生物 的社会学 　第一章 　社会学的ダアウィン説 　第二章 　スペンサアの社会学 　第四編 　主意的社会学 　第一章 　主意的社会学の本質 　第二章 　主意的社会学の本源（テンニース） 　第三章 　二元的社会学 第四章 　関心の社会学（ラッツェンホーファ、スモール、ロッス） 　第五章 　ヘーゲル派の主意主義（マッケンヂー） 　第六章 　ハウリウの 元論 　第七章 　主意的社会学の批評
─
である。
通説にしたがえば、 “社会学”はコン に淵源する。が バルトによると、その実体 らいえば、社会学はそれ りもずっと以前 古代ギリシ
ャに存在していた。社会学は、純理論的な問題ばかりか、じっさい的問題にむけら 、 “政治学” （
π ポリテュマολί τξυμα）の名を冠せられていた。












第一篇 　社会哲学 　第一章 　諸科学中に於ける社会学の地位 　第二章 　社会学の宇宙論に対する関係 　第三章 　社会学の生物


















































の任務とされた。著者はそれをいみじくも“野戦病院”に とえている。 “傷病者”といった名称 もとに一括せられた患者の群れを、それが単に戦地でおこった傷病の名目のもとに収容するのとおなじように
内容の概略は
─
第一編 　序論 　第一章 　社会学の主問題 　第二編 　個人と社会理想 　第二章 　文化人の一票権行使 　第三章 　改造行程上の自











a Sociologie,sa nature,son contenu,ses attaches, P
aris, 92 ）を反訳したものである。
書名をそのまま訳すと、日本名としてあまりにも長すぎるので『社会学の本質』とし という（ 「訳者序」 ） 。内容の概略は
─
第一編 　社会学の本質 　第一章 　問題の要点 　第二章 　社会学は技術にあらず 　第三章 　社会学は特殊科学にあらず 　第四章


























個人が自由であるためには、国家はすべての個人を平等に束縛する必要があるという（ 「訳者序」 ） 。内容の概略は
─
訳者序 　第一章 　進歩の意義 　第二章 　進歩と生存競争 　第三章 　優生学の価値及び限界 　第四章 　社会調和と社会心意 　第
























第一章 　社会学及び社会の諸概念 　第二章 　社会学の主材及び問題 　第三章 　
他の諸科学に対する社会学の関係 　第四 哲学に対する社会学の関係 　第五章 　社会学に於ける科 的方法 第六章 　社会 心理学的基礎 　
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第七章 　社会の起源 　第八章 　心理学的社会学の基礎事実、社会整序 　第九章 　心理学的社会学の基礎事実
─






慶応義塾大学など 講義した稿本をもとに一書としたものである。著者によると、本書をもって“社会の性質”を論じ、かつこれによって“社会問題”を解釈するさいの一助にしようとしたものであり、 “現実問題の処理” とって、社会 は欠くべからざるも
のという（ 「序」 ） 。
内容の概略は
─
総説 　本論 　第一編 　基礎観念 　第一章 　社会 　第二章 　社会学 　第三章〜第五章までは、社会学の学問上に於ける地位 　第
六章 　社会学研究法 　第七章 　社会学の問題 　第八章 　社会の種類 　第九章 　社会力 　第十章 　社会の構造と機能 　第十一章 　社会過程 　第十二章 　社会連帯性 　第十三章 　社会化論 　第十四章 環境論


















































る。はじめダーウィンの進化論、スペンサーの綜合哲学、マルクスの科学的社会主義社会学などを摂取し融和したのち、これらのものから生まれた社会学を犯罪科学に適用し、 “犯罪社会学”といったものを創成したとされる（ 「訳者序」 ） 。
内容の概略は
─













































第一章 　緒論 　第二章 　社会学ノ概念 　第一節 　社会ノ概念 　第二節 　社会学ノ定義 　第三節 　社会学ノ分類 　第三章 　社会



















第一章 　社会理論の様式 　第二章 　名称と其の意義 　第三章 　機能の原理 　第四章 　協同の様式と動機 　第五章 　国家論 　第














義務、快楽、苦痛、欲望、希望、恐怖の複合であることを知るという（ 「第一章 　社会理論の様式」 ） 。






を主張した。が、その思想は高尚すぎて、当時の労働運動に大きな影響をあたえなかったという（ 「序」 ） 。
内容の概略は
─
























つあるという。とくにアメリカにおいては、中等学校・専門学校・大学に社会 講座がもうけられ、その修得が要求されているという（ 「序」 ） 。
日本では、中学校や高等学校に全然社会学はな 、専門学校や大学にも社会学講座のないところがあり、世界の趨勢におくれているという。著者によると 本書は社会学概論の一種であり、根本原則だけを取りあつかっているから、これを『社会学原論』と名づけたという。内容の概略は
─
第一章 　緒論 　第一節 　社会生活 　第二節 　社会生活関係の研究 　第二章 　社会学の性質 　第一節 　社会学の意義 　第二節 　
社会学の発達 　第三節 　社会学の範囲と目的 　第四節 　社会学と他の社会科学と 関係
第三章 　人間性 　第四章 　人間性の個人的・性的・人種的
□（不明）
　第五章 　社会力及び社会過程 　第六章 　自然環境の影響 　第七章 　社会進化 　




























































何か。それは他人を支配し、服従させる力の意である。著者によると “権力”は社会における強制のひとつの発展だという。だからそれは社会学的にひじょうに重要な問題のひとつであ 、とのべて る。 （ 「序文」 ） 。
内容の概略は
─
第一章 　権力の社会的意義 　第二章 　権力の古代的様相 　第三章 　権力の近代的様相（一） 　権力の性質 　第四章 　権力の近
代的様相（二） 　権力の相互関係 　第五章 　権力進化の傾向及び批判 　附録 　社会構成化について
─
である。
著者によると、 “権力”なるものは、 らゆる社会に通じて存在するものでないという。権力は“組織社会”にお てのみ存し、かつ問題にな
るという。権力は、組織社会における一つの社会現象である。それが存立するわけは、社会規範を施行するため ある。









凡例 　第一章 　普遍的反復 　第二章 　社会的類似と模倣 　第三章 　社会とは何ぞや 　第四章 　歴史とは何ぞや
─











四一、ドイツの経済学者・社会学者、 時マルクス主義にちかずいたが、のちその批判者となる。ブレスラウ、ベルリン大 で教鞭をとった）は、一九世紀から二十世紀にかけての著名な社会学者 “標本”を選定し、その学説について釈義し、説明したも である。
内容の概略は
─
緒論 　ウエルネル・ゾンバルト 　第一章 　アウギュスト・コント 　第二章 　グスタアフ・アドルフ・リンドネル 　第三章 　ハ
アバアト・スペンサア 　第四章 　アルベルト・シェッフレ 　第五章 　フェルディナンド・テンニイス 　第六章 　グスダアフ・ルボン 　第七章 　ルウドルフ・シュタンムレル 八 ガブリエル タルド 　第九章 　オットオ・フォン・ギルケ 　第十章 レスタア・エフ・ワアド
第十一章 　クルト・ブライジヒ 　第十二章 　ウヰルヘルム・ヴント 　第十三章 　ゲオルグ・ジンメル 　第十四章 　オットマアル・シュパン 　第
























第一編 　排列論 　第一章 　純正社会学の一般的特色 　第二章 　科学の確立 　第三章 　社会学の主題 　第四章 　方法論 　第二編
　発生論 　第五章 　血統関係 　第六章 　動的作因 　第七章 　主観的能力の生物学的起源 　第八章 　意欲的能力 　第九章 　社会機械学 　第十章 　社































第一編 　技抄 　第一章 　合法則性の主張 　第二章 　統一的進化と関心の位置 　第三章 　社会過程の理 二編 解説 　第一
章 　社会学的認識論の出発点 　第二章 　関心の性質及びその社会的機能 　第三編 　応用（政治 本質及び目的）第一章 　新しき政治学 　第二、第
（0）29







国立国会図書館の蔵本は、上・下二冊合本されている。小型本であり、 （上）は一一四頁、 （下）は九八頁ある。 「はしがき」によると、著者は




　序論 　社会学の必要 　社会とは何ぞや 　社会学の概念 　現代の社会学説 　一 　慈善の学としての社会学 　二 　人類学とし
ての社会学 　三、四は生 学としての社会学 　五 　経済学としての社会学 　六 　歴史学としての社会学 　七 　特別社会学としての社会学 　八 　社会的事実の記述としての社会学
　
（下）
　九 　団体研究としての社会学 　十 　分業としての社会学 　十一 　模倣としての社会学 　十二 　無意識なる社会束縛としての社会学 　十三 　
人類の争闘として 社会学 　十四 　社会主義としての社会学 　
基キリスト
督























本書は、学生の参考書として役立せるために執筆したらしく、個々の社会政策的問題を描写することを眼目としたという（ 「序」 ） 。内容の概略は
─








学との交渉をあきらかにしているばかりか、社会 をベースにし 政治学的知識を読者に提供している（ 「前詞」 ） 。
内容の概略は
─
第一章 　政治理論における社会学的傾向の発展 　第二章 　社会学の政治学に対する関係 　第三章 国家の本質に関する典型的












第一章 　人口と社会 　第二章 　人口の集成 　第三章 　社会成員の実際的活動 　第四章 社会化 第五章 　協働 　第六章 　社会
性 　第七章 　社会成員の階級 　第八章 　 心意 九 同情的相似心及び衝動的社会活動 第十章 　形式的相似心 伝統及び帰依 　以下、二十章まであるが省略する
─
である。



























訳者序 　開題 　社会主義及び社会運動の意義 　第一編 　社会主義 　第一章 　近世社会主義の根本観念 　第二章 　合理的社会主






















にかある」 （ 「凡例」 ）といい、本書 その記念にな ものという。
内容の概略は
─
第一章 　緒論 　第二章 　人類進化の状態 　第三章 　進歩は理性の裁可に
據よ
らず 　第四章 　人類歴史の中心點 　第五章 　宗教の
























火か　四 　水平運動の流行 　五 　水平民族の意














































総論 　社会学の意味 　東洋の古代社会学 　西洋の古代社会学 　西洋近世社会学 　社会学の発生 　社会学の種別 　コントが社会
（）25
学を創始した動機 　社会学の区別
社会 　社会と集合体の区別 　社会とは何を意味するか 　社会の生活と観念 　社会の
心理的基礎の必要 　個人と社会の意味 　社会と社会学の関係 　国家の権力 　権力存在の意義 　国家の意義 　家族制度と団体の生活 　夫婦と家族 　地域団体 　機能団体



















第一講 　社会学と社会の本質 　第二講 　社会の構成と社会の種類 　第三講 　社会過程
─
其の一 　社会の集積 　第四講 　社会
過程
─
其の二 　社会の分散 　第五講 　社会の統制
─
其の一 　社会意識 　第六講 　社会の統制
─
其の二 　社会運動 　第七講 　結合の強度 　第
八講 　離反 　第九講 　社会と個人 　第十講 　社会の解体と持続 　第十一講 　文化
─







































訳者序文 　第一章 　社会主義と基督教 　第二章 　社会主義と前進の
観念 　第三章 　神の王国 　第四章 　神の王国に於ける生活 　第五章 　律法の大なる
誡かい
令れい



























第一章 　個人表象と集合表象 　第二章 　道徳事実の決定 　討論 　第三章 　反対論に対する回答 　一 　社会状態と與論状態 　二
















（訳者）序文 　第一章 　コントの人類発達説 　第二章 　コントの科学分類法 　第三章 　スペンサーの静的社会学 　第四章 　ス
ペンサーの類推社会学 　第五章 　ラツェンホーファーの社会学 　第六章 　社会学史上に於けるマルクスの地位 　第七章 　社会学と社会科学 　第八章 　社会学と科学的研究方法 　第九章 　 力 　第十章 　社会進歩の諸因子 第十一章 　社会過程の要素 　第十二章 　社会進歩と間接的方法 　第十三 の目的
─
である。




















































序論 　第一節 　個人と社会 　第二節 　社会の概念 　第三節 　社会学


































第一編 　緒論 　第一章 　セッツルメントの意義 　第二章 　セッツルメントの社会的基礎 　第二編 　セッツルメント史 　第一章
　思想的背景 　第二章 　セッツルメント運動の発生 　第三章 　事業の発達 　第四章 　米国セッツルメント事業史 　第五章 　各国に於ける略史
並ならびに





















































第一章 　社会学は如何なる学問であるのか 　第二章 　社会進化の理 　第三章 　社会の起源 　第四章 　社会組織の発達 　第五章
　文化財の発達 　第六章 　社会心意 　第七章 　社会秩序と社会統制 　第八章 　社会進歩と社会理想 　附録 　社会学研究参考書目
─
である。




































第一課 　社会の発見 　第二課 　社会の組織 　第三課 　社会の





















































序論 　第一章 　初夜権の意義 　第二章 　各国に於ける初夜権の名称 　本論 　第一章 　初夜権の史実 　第二章 　近代及現代に於






































し、その理路をさぐり、一般的概念をあきらかにすることに努めたという（ 「例言」 ） 。
戸田貞三の『家族の研究』 （大正
5・６）は、これまでに発表した論文に多少字句の修正をほどこし、一書としたものである。人間はさまざま
の集団や団体をつくっているのであるが 本書は、 “家族”といった団体に焦点をあわせ、考察したものであり、戸田はわが国におけ 家族社会学の創始者として令名がたか 。
本書は、家族というものの性質や特質を考究したものとしてまことにユニークであり 大正期を代表する独創的な論著といえる。家族とはなにか。 “家族”とは、ふつういっぱんには、おなじ家に住み、生活をともにする血縁者、夫婦や親子を中核とする生活共同体の意で










　一 　家族結合と社会的威圧 　二 　夫婦関係の強さの測定（離婚に関する一研究） 　三 　日米両国に於ける夫婦結合の強さに










序文 　第一章 　社会現象と自然現象 　第二章 　普遍的模倣 　第三章 　社会的類似と模倣 　第四章 　模倣とは何ぞや 　第五章 　


































前篇 　社会の概念 　第一章 　社会の本質について 　第二章 　社会の本質に関して（銅直学士に答ふ） 　第三章 　社会学の性質












一 　ジンメル・社会学樹立の構想の概観 　二 　ジンメル・距離説

































原著者序言 　序論 　第一章 　本能の一般的性質 　第二章 　社会に於ける本能 　第三章 　理性及び意志の役割 　第四章 　社会心

























































































































































































このときは、二人の顔 はっきり見えました。女は丸顔で口が大きく、男は目のぎょろりとした鼻下に短い げがありました。こんどもやはり女のほうが、もしこのへんに子供がい せん したか、と尋ねて、急 足で行きすぎました。わたしはイエと答へて、なんとなく気味
が悪かったので、一生懸命いそいで宅に帰りました。





































































































このような謬想（おも ちがい）は、こんにちわが国の 界においていま にみられる傾向であ 。わが国の社会学徒（わた はあえて社会学
者ということ を使わない）が、欧米の学者の論著を反訳してみたところで、せいぜい紹介者として名をとどめるにすぎず、その訳業は学問的な業績とみられることはない。なぜ ら、原著は他人がかいたものであり、訳者じしんの述作ではないからである。東洋の孤島日本においてその著作を訳される光栄に浴したのは英米の社会学理だけにとどまらず、ヨーロッパ大陸の仏・独・伊の社会学説も翻訳紹介された。












































































































だれにでも栄枯盛衰はあるものだが 明治三十年代から大正の十年代まで 大の社会 研究室に君臨した建部も、ついに凋落の運命をたどるに





























































































ソン（米） 、ジェームス・キール・ディレー（米） 、エドワード・アルズワース・ロッス（米） 、ジョン
･ ヘンリー
･ ウィルブラント・スタッケンベ





はなかろうか。すなわち、欧州大戦（一九一四〜一八）が勃発したことにより、欧米における社会学文献の出版が低調になり、またヨ ロッパからの刊行物の輸入がしばらくとだえたこと。またしだいに勢力をもってきたアメリカ社会学が見なおされ 書籍の輸入の便利さから、同国の文献を翻訳紹介することにわが国の学者の関心がむいた めと考えられる。



























































































































































































































者） 。教授のなかには小学校の生徒にでも課すような暗記の試験をおこなうものがいる。学生はおよそ研究心に欠いているから、図書館や研究室を利用することはなはだすくない。いまの大学は、すこしむずかしいこと 年老いた生徒に教え 小 校にすぎない。こういった教授と学生から成りたつ大学が有名無実に陥るのは当然である。
教授はその地位に安心して何もしない0
。俗界の地位や名利をむさぼる傾向がある。学生は教授に学者としての価値があるかどうか問わない。学生は価





















































































































































鈴木宗忠教授……………………………社会学 　二河村又介教授…… 社会学講読服部英太郎助 社会運動史及社会政策 　三鈴木義男教授………… 社会的立法論 　二和田佐一郎教授… 社会統計論 　二鈴木敏一講師……… 社会統計数学 　一
◦東京帝国大学大正元年から同十五年にかけての同大学の社会学開講は、つぎのようであった。（大正元年度）














有賀長雄講師…………………………… 「国際関係と社会問題との史的研究」 　二竹下清松講師…… 「社会学研究法 しての理論統計学」 　二
（大正三年度）













































































rinciples of Sociology 
Ⅲ. E






































































































建部遯吾教授……………………………社会学 　二新渡戸教授……… 社会政策 　二金井教授……… 社会政策 　三小林照朗講師 社会学史（コムト以後現代まで） 　二桑田 　　講師…… 優生学および理論統計、民族心理学 　二
法科大学では
―
建部遯吾教授……………………………社会学 　二新渡戸 　教授…… 社会政策 　二金井 　　教授…… 社会政策 　三
（大正六年）





小林照朗講師………… 演習（タルド「社会理法論」 ）講読 　二角田豊治朗講師… 理論統計学およびその社会学における応用 　二
法科大学では
―




建部遯吾教授……………………………社会学原論 　四、教政学 　三、純正社会学提要 　一、演習（コムト「実理思想衍義」およびブリストル「社会応
化論）研究問答 　随時
小林照朗講師………… 演習（タルド「社会理法論」 ）講読 　二亀田豊治朗講師… 理論統計学およびその社会学における応用 　二
法科大学では
―
建部遯吾教授……………………… 社会学 　二金井 　　教授…… 工業経済および社会政策 　三
注・大正八年度については不明。（大正九年）





iscours sur I ’E
sprit positif の講読批判
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小林郁……………………………………社会学史 　二、社会学演習 　二松本潤一郎 社会思潮史 　二永井亨………… 社会政策概説 　二、産業監理 　二本丸……… 社会統計学 　二山上昶… 都市計画 　二
9（95）
社会学伝来考






































大学部 　松本潤一郎… 社会学概論 　二専門部 　小林郁………… ？
◦専修大学













































































大学部 　岩崎卯一教授…………………社会学原理 　二専門部 　　〃 　　　…… 社会学概論 　二、社会政策
◦龍谷大学
本田弘人………………………………… （普通）社会学原論 　二海野幸徳…… 社会政策 　二
（00）89




堀江帰一……………………………… 財政学片山哲……… 私法高橋誠一郎 経済思想史平貞蔵………… 経済政策松本潤一郎 社会学、社会青木誠四郎…… 心理学南原繁………… 政治学
◦日本女子大学
生江孝之……………… 社会事業綿貫哲雄…… 社会学富士川遊…… 社会衛生高橋誠一郎… 社会経済学
88（0）
社会学伝来考



























































































































































































































































































































































































































































































































































































建部いわく。 「先輩、後輩一堂 会して研鑽すること 後輩は先輩の知遇を得べき機会たることの二点において、学問上自個発展上有意義 る
ことむしろ講壇の学問にまさるあるも劣るあるを見ず」と。
過去一年間に於ける文部省生活 中島






























































































現代の都市………………………………渡辺鉄蔵都市計画に就いて 池田宏都市と建築………… 内田詳三ロシア革命当時の都市 今井時郎
第四回（月日は不明）









































































































て参加した。 「大阪社会学 」は純粋なる学術団体で り、社会学の理論および応用を攻究する目的で設立された。
日本大学「社会学会」の第二回例 が、七月九日神田女子基督教青年会館で開催された。
倫理の社会学的考察……………………文学士 　熊岡敬三ポンペイ 遺跡を訪ひて 教授 　円谷弘
ついで第三回例会が、九月二十四日日本大学駿河台校舎において開催された。








































婚姻関係の進化………………………………野尻義一 　　　徳川時代に於ける民族の社会的地位………近藤恭一郎家族制度の発成とその進展 熊岡義一 　　徳川時代に於ける農村に就て…………… 西野建夫江戸時代に於ける経済史的考察 神納斉 　　　倫理の社会学的考察……………… 久沢周実都市集中と農村生活に及す影響 仙石小石郎 日本労働運動批判……… 河原井貞雄革命期に於ける芸術の社会機能に就て 白山秀雄 　 ラッセル 思想研究 鄭担以下、省略する。





















































日本社会学会第二回大会は、十一月七日大阪市 阪毎 新聞社講堂において開催され 約六百名ほどの会員および一般聴講者が会場につめかけ
た。

































































































） 『日本文化史大系 　第十二巻 　明治・大正文化』 （誠文堂新光社、昭和十七年十月） 、一九六頁。
（



























）高田保馬「日本に於 る の発達」 （ 『
岩波講座　教育科学第十八冊』岩波書店、昭和八年三月） 、一一六頁。
（











































































































































































28）下出隼吉「東大社会学研究室創立満二十五周年を迎へて」 （ 『社会学雑誌』第四十七号所収） 。
（
29） 「東京帝国大学文学部学生生徒数学科別け表」 （ 『日本社会学院年報』所収、第八年、第一、二合冊』所収） 。
（
30）社会学者としての藤田喜作（一八八六〜一九七三）のことを知るひとは、いまやほとんどいないであろう。藤田は瀬戸内海の「生口島」の生まれである。十三歳のとき、放浪の旅にで、十五歳でたまたま『福翁自伝』をよみ、学問に志をむけた。苦学して長崎県の鎮西学院中学を卒業すると、岡山の旧制第六高等学校に進み、ついで大正四年（一九一五）七月、 「労働問題の研究」 （卒論）をかいて東京帝国大学文学部社会学科 し、ひきつづき同大学経済学科に進んだ。大学を出てから しばらく満州の銀行につとめたが、恩師・建部遯吾のすすめにより講師として母校にもどった。
のち文部省の給費生としてドイツ、イギリスに留学した。ドイツでは第一次大戦後のベルリンの混乱をつぶさに観察し、またイギリスではロンドン








昭和二十三年（一九四八） 、教育制度改革により、校名を「自由ヶ丘学園中 校高等学 」と改称し 。中学校は、昭和三十四年（一九 九）休校となった。
わたしは昭和三十年代後半に、縁あってこの学校にまなんだ。当時、このオンボロ学校にはもったいないような先生がいっぱいい が、学ばねば らぬわれわれ生徒の大半は勉強ぎらいであり、 ぶこころがな












学園を停年でやめた三木繁は、本をよむ時間 ふえ、深夜まで読書をつづけた。また私立大学の非常勤講師としてドイツ語 おしえた。……ずっとわたしのクラス担任であった国漢の宇井義三郎は 漢学 力はへたな大学の先生より、わ しのほうが上である、というのが自慢であり、教























入学式（小さな木造の武道館でひらかれた）のとき、このような藤田のことばを聴いた父兄のなかには、感動のあまり、涙をながすものもいた。つぎにおもいだすまゝに、藤田語録をつづっておこう。◦むかしはすべての教科を英語でおそわった。◦天下の秀才を放っ くのか、とおもい、篤志家のところに援助をも めに行った。これは六高に入学したとき、大原孫三郎（一八八○〜一九四三、大正・昭和期の実業家、大原社会問題研究所を設立） ところに学費の申し込みに












 rolling stone gathers no m
oss （ころがる石はこけが生えない）
藤田が継承したこの学校は、むかしもいまもけっし 社会的評価 高い のではない。毎年、大勢の卒業生を有名 学に送りこむような実績をあげ
ていないのは、 “雑草教育”を実践しているからである。しかし、実社会で、まじめにはたらく、実直な人間をいま 着実に送りだしているようだ。














33） 『京都帝国大学文学部三十年史』 （京都帝国大学文学部、昭和十年十一月） 、一四七頁。
（
3）大庭柯公（一八七二〜？、明治・大正期のジャーナリスト）は 幼なくして父をうしない、東京四谷小学校を出ると、太政官の給仕となり、夜は夜学に通い英語をまなんだ。明治二十四年（一八九一）ごろより、古川常一郎につ てロシア語を学んだ。日露戦争のとき、参謀 部付通訳官として従軍。のち各紙の海外特派員となったが、ロシア革命後モスクワに入ったといった報告をしたのち、消息をたった。……
